
「子供の SNS禁止法！？」 

                                 校長 須田 肇 

オーストラリアで、16歳以下の子供の SNS利用を禁止する法案が提出されるとの新聞記

事を目にしました。「SNS が社会的な弊害を引き起こしていること」、「子供を性犯罪やいじめ

から守り、屋外での遊びやスポーツへの参加を促すこと」が理由として挙げられています。ア

メリカやフランスでも同様の動きがあるとのことです。SNSのメリット以上に深刻な問題と

なっているということでしょう。日本はどうしていくべきでしょうか？ 

 

？   別の記事では、日本は子供をねらったネット犯罪が増加してお   

り、特に小学生の被害が増えているとのことです。オンラインゲー

ムのやり取りで巧妙に子供を誘い、被害をもたらしたり犯罪に誘導したりするものです。大人

が毎日のように騙されて被害に遭っているのです。子供が大丈夫なはずはありません。 

 

また一方で子供でも加害者になってしまうのがこの SNSの恐ろしさです。先月号でも記し

ましたが、SNSでの発信は気軽なつぶやきではなく、大きな責任を伴うものです。今夏、ネ

ットトラブルを扱う弁護士のドラマがありました。「ほんの軽い気持ちで投稿しただけなの

に！みんなやっているのに」と発した加害者に対して弁護士が、「軽い気持ちで SNSで発信し

たからといって、罪が軽くなるわけではない」というセリフがありました。ドラマとはいえ、

SNSを使う子供にはしっかり理解させなくてはならない言葉だと思います。 

 

ネット犯罪の被害から子供を守るためには、自己防衛をしなくてはなりません。同じ記事に

対策として、「保護者がゲームの仕組みや子供の遊び方を把握する」「利用状況を管理できる

『ペアレンタルコントロール』機能を利用する」「子供と話し合ってルールを決める」「個人情

報を送らない」「人と会う場合は、必ず相談する」ことが欠かせないとありました。今すぐに

対策をとって、子供が被害に遭わないようにしていきましょう。 
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学校教育目標【明日をつくる日出谷の子 よく考える子 思いやりのある子 たくましい子】 

日出谷小だより

〇「地域の皆様へ」 
   本校の学校だよりは、今回の１０月号から「学校ホームページ」となります。これまで回覧
板等でご協力くださった区長様をはじめ多くの地域の方々にお礼申し上げます。 

9/21～30は、秋の交通安全運動です 
改めて、交通安全の合言葉と実践を確認してください。 
 

「もしかして」 … 「危ないかもしれないと考える」 
「止まる」   … 「飛び出さない」 
「見 る」   … 「自分の目で確かめる」 
「待 つ」   … 「安全になるまで待つ」 
「確かめる」  … 「もう一度確かめる」     自転車乗車時は、特に注意です。 


